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（
福
岡
県
京
都
郡
）

西
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る
菊
花
の
祭
典
、
西
日
本
菊
花
大
会

（
主
催1
1

宗
像
大
社
菊
花
会
・
宗
像
観
光
協
会
、
後
援
1
1

福
岡
県

他
）
が
、
先
月
二
十
二
日
を
以
て
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

こ
の
大
会
は
当
大
社
の
『
昭
和
の
大
造
営
』
を
奉
祝
し
、
昭
和

四
十
六
年
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
四
十
二
回
目
と

な
る
。
境
内
に
は
九
州
各
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約
一

0
0
名
か

ら
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ

た
菊
花
が
出
品
さ
れ
、
質
・

量
と
も
に
『
西
日
本
』
の
名

に
相
応
し
い
規
模
を
誇
る
菊

の
祭
典
で
あ
る
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
宗

｀
｛
詞
”
:
」
像
大
社
菊
花
会
を
中
心
に

心
餐
→
ぷ
宗
像
市
商
工
会
青
年
部
、

‘
‘
ぶ
u

.. 
峯
ロ
・
]
（
社
）
宗
像
青
年
会
議
所
、

低
唆
ゞ
」
運
送
会
社
外
多
数
の
皆
様

四
：
方
に
御
奉
仕
頂
き
、
菊
花
の

搬
入
・
展
示
が
行
わ
れ
た
。

大
臣
賞
に

保
田
直
宏
氏

菊
抱

•• •‘‘ 

.』靡四●
つ● しみ

1 • 15日月次祭
午前10時

高宮祭第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）
巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）

16 日

午前6時～

午前6時30分～

午前10時～

古式祭
御座

鎮火祭

19日松尾神社祭午前11 時～

31 日

午後3時～ 年越大祓式
引き続き除夜祭

幕
23日天長祭午前11 時～

ロ
』
』
訓
直

面
で
も
特
集
記
事
等
が
多
く
掲
載
さ
れ
「
古
事

記
j
を
見
直
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
▼
神
道
古
典

と
し
て
も
特
に
重
要
視
さ
れ
る
「
古
事
記
』
は

元
明
天
皇
の
和
銅
五
（
七
＿
二
）
年
に
撰
上
さ

れ
た
現
存
す
る
我
が
国
最
古
の
書
物
で
あ
り
、

上
・
中
・
下
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
序
文
に
よ
る
と
第
四
十
代
天
武
天
皇
の
詔

に
よ
り
帝
紀
と
神
話
や
伝
説
の
旧
辞
を
舎
人

の
稗
田
阿
礼
に
誦
習
さ
せ
、
そ
れ
を
第
四
士
＿
―

代
元
明
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
太
安
万
侶
が
撰

録
し
、
天
地
開
闘
よ
り
第
三
十
三
代
推
古
天

皇
ま
で
を
記
し
た
書
物
で
あ
る
▼
神
話
を
含

む
我
が
国
の
建
国
の
歴
史
を
編
纂
し
た
古
典

で
あ
る
「
古
事
記
j
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
在

の
教
育
現
場
で
は
、
余
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な

い
つ
わ
り

い
よ
う
で
あ
る
竺
天
武
天
皇
の
「
偽
を
削
り

実
を
定
め
、
後
葉
に
流
へ
む
」
と
の
詔
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
「
古
事
記
」
に
こ
そ
我
が
国
の

歴
史
・
文
化
の
基
が
あ
る
。
神
話
は
史
実
で
は

な
い
、
と
い
う
よ
う
な
現
代
人
の
考
え
方
や
感

覚
で
こ
れ
を
避
け
る
べ
き
で
な
い
。
歴
史
学
者

の
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
「
民
族
の
神

話
を
学
ば
な
か
っ
た
民
族
は
、
例
外
な
く
滅
び

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
三
0
0
年
の
昔
、

古
代
の
人
々
は
何
を
考
え
、
後
世
に
何
を
伝
え

た
か
っ
た
の
か
。
現
代
に
生
き
る
我
々
は
そ
の

思
い
と
共
に
歴
史
の
真
実
を
見
極
め
、
正
し
く

後
世
に
伝
え
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
長
）
神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

紅‘会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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十
月
三
十
一
日
、
福
岡
県
農
業
丁
な
菊
花
が
境
内
に
出
揃
い
、
多
く
丁
念
写
真
撮
影
場
所
と
し
て
賑
わ
い

試
験
場
園
芸
研
究
所
花
き
部
々
長
二
の
参
拝
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
：
を
み
せ
た
。

松
野
孝
敏
氏
を
審
査
長
と
し
て
、
一
十
一
月
十
六
日
に
は
、
清
明
殿
一
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ハ
ウ
ス

八
名
で
審
査
が
行
わ
れ
、
大
輪
・
盆
ご
』
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
賞
状
二
の
設
営
・
菊
花
搬
入
等
の
奉
仕
活

栽
．
懸
崖
•
特
作
の
四
部
門
そ
れ
丁
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
各
受
賞
者
等
に
授
一
動
に
御
協
力
頂
き
ま
し
た
多
く
の

ぞ
れ
厳
し
い
出
品
基
準
・
審
査
基
こ
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
審
査
長
の
松
一
皆
様
へ
、
誌
面
を
借
り
ま
し
て
厚

準
に
則
り
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
。
」
野
孝
敏
氏
よ
り
審
査
講
評
を
賜
る
：
＜
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
梅
雨
時
期
の
記
録
的
豪
丁
こ
、
出
席
者
等
は
次
年
度
へ
の
励
i

雨
、
夏
の
猛
暑
な
ど
の
天
候
不
順
：
み
に
と
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ぃ
:
[
[
い
]
ぃ
冒
い
「
菊

[
V
0
]日
：
三

皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
十
月
口
放
し
た
「
茶
房
」
、
観
光
協
会
に
よ
i

三
十
一
日
に
は
色
彩
豊
か
な
見
事
：
る
「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
を
実
施
、
さ
-
•

ュ
ら
に
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
二

皆
様
に
よ
る
境
内
案
内
な
ど
一

も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
恒
例
の
一

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
菊
人
形
や
、
一

「
き
く
ま
つ
り
」
「
七
五
三
」
の
~

菊
文
字
で
出
来
た
特
別
奉
納
一

花
壇
も
展
示
さ
れ
、
七
五
三
i

詣
で
の
参
拝
者
を
中
心
に
記
一

-

L

 
杉

一

~. ~---····. -~  __, _.l 
文部科学大臣賞野村剛秋氏

内閣総理大臣賞 保田直宏

農林水産大臣賞 和田太義

文部科学大臣賞 野村剛秋

総務大臣賞時田義光

法務大臣賞重光由紀子

外務大臣賞籾井弘己

財務大臣賞船越順一

厚生労働大臣賞 白水晴治

経済産業大臣賞 社家間サッキ

国土交通大臣賞 関本和代

環境大臣賞石原睦生

防衛大臣賞農原 勇

内閣官房長官賞 福嶋廣之

衆議院議員古賀敬章賞 生武 静男

宗像大社宮司賞 古原正則

宗像大社宮司賞坂本 栄

※以下、受賞者につきましては紙面の都合上割愛させていただきます。
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一
祭
典
は
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。
こ
渭
き
秋
の
境
内
は
神
人
和
楽
の
笑

一
午
後
一
時
三
十
分
、
秋
空
の
下
i
い
と
歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
た
。

」
恒
例
の
「
奉
納
演
芸
大
会
」

口
か
開
催
さ
れ
、
各
演
芸
奉

去
る
十
月
二
十
八
・
ニ
十
九
日
の
口
か
厳
粛
且
つ
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
。
二
束
側
に
は
秋
季
奉
納
演
芸
大
会
の

□納
者
か
ら
は
趣
向
を
凝
ら

両
日
に
亘
り
、
筑
前
大
島
に
鎮
座
一
こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
九
月
十
五
]
舞
台
が
立
派
に
設
営
さ
れ
、
境
内
丁
し
練
習
を
重
ね
て
来
ら
れ

す
る
中
津
宮
、
ま
た
、
沖
津
宮
遥
i
日
に
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
島
民
の
：
は
大
祭
の
賑
々
し
い
装
い
と
な
り
、
丁
た
、
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
カ
ラ

拝
所
に
お
い
て
恒
例
の
秋
季
大
祭
：
多
く
が
漁
業
従
事
者
で
あ
る
大
島
」
祭
典
斎
行
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
丁
ォ
ケ
・
寸
劇
等
が
披
露
さ

は
漁
止
め
と
な
り
、
丁
た
。
午
後
五
時
、
沖
津
宮
遥
拝
所
、
丁
れ
、
そ
の
賑
や
か
な
雰
囲
気

島
全
体
を
挙
げ
て
丁
中
津
宮
に
於
い
て
宵
宮
祭
が
斎
行
こ
」
飛
入
り
参
加
も
続
き
、

の
大
祭
と
な
っ
て
い
：
さ
れ
、
翌
日
の
大
祭
の
無
事
斎
行

る
。
ま
た
、
神
賑

□
か
祈
念
さ
れ
た
。

行
事
と
し
て
島
内
一
翌
二
十
九
日
は
早
朝
よ
り
小
春

の
各
地
区
・
団
体
二
日
和
の
好
天
と
な
り
、
沖
津
宮
遥

よ
り
演
芸
の
奉
納
こ
拝
所
に
て
沖
津
宮
秋
季
大
祭
・
大

も
あ
り
、
毎
年
大
二
島
の
最
高
峰
に
鎮
座
す
る
御
嶽

い
に
賑
わ
い
を
み
丁
山
々
頂
で
御
嶽
神
社
祭
・
宮
崎
地

せ
て
い
る
。
二
区
で
厳
島
神
社
祭
と
祭
員
が
各
斎

二
十
八
日
、
早
」
場
に
分
か
れ
、
其
々
滞
り
無
く
執

朝
は
降
雨
に
見
舞
：
り
行
わ
れ
た
。

わ
れ
天
候
が
心
配
―
午
前
十
一
時
、
地
元
島
民
を
始

さ
れ
た
が
、
昼
前
一
め
島
外
よ
り
遠
近
の
篤
信
者
多
数

に
は
雨
も
上
が
り
二
参
列
の
も
と
、
中
津
宮
秋
季
大
祭

晴
れ
間
も
見
え
出

□
か
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
は
高
向
宮

し
、
沖
・
中
両
宮
二
叫
が
国
家
・
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念

奉
賛
会
、
同
翼
賛
丁
す
る
祝
詞
を
奏
上
、
次
い
で
島
民

会
、
同
敬
神
婦
人
二
氏
子
を
代
表
し
、
奉
幣
使
の
藤
島

部
の
皆
様
の
ご
奉
二
止
浩
氏
が
祭
詞
を
奏
上
さ
れ
た
。

仕
に
よ
り
社
殿
や
]
翫
い
て
巫
女
が
神
楽
「
浦
安
舞
」
を

境
内
の
装
飾
、
ま
二
奉
奏
し
、
次
に
宮
司
・
奉
幣
使
・
参

た
、
中
津
宮
本
殿
二
列
者
が
各
々
玉
串
拝
礼
を
行
い
、

沖
津

ッ

中
津
宮
秋
季
犬
廷
裂
翌
切7 ヽ

十
一
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
二
拝
殿
の
修
復
工
事
に
併
せ
、
「
平

た
当
大
社
責
任
役
員
会
に
お
い
二
成
の
大
造
営
」
と
し
て
、
沖
津
宮

て
、
宗
像
大
社
御
造
営
奉
賛
会
こ
鎮
座
の
沖
ノ
島
か
ら
出
土
さ
れ

を
設
立
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
丁
た
八
万
点
の
国
宝
を
収
蔵
す
る

た
。
こ
仲
宝
館
を
は
じ
め
、
境
内
諸
施

今
回
の
御
造
営
に
関
し
て
は
二
設
の
再
整
備
を
長
期
的
に
考
え

既
報
の
通
り
で
、
当
初
の
計
画
に
二
し
お
り
、
本
事
業
を
推
進
す
る

従
い
各
関
係
機
関
と
の
協
議
を
こ
に
あ
た
っ
て
は
奉
賛
会
を
組
織
し

経
て
、
十
一
月
十
二
日
に
重
要
文
二
J
取
り
組
む
こ
と
で
合
意
さ
れ

化
財
辺
津
宮
本
・
拝
殿
に
対
す
る
『
た
。

「
建
造
物
保
存
修
理
国
庫
補
助
一
尚
、
宗
像
大
社
御
造
営
奉
賛

事
業
要
望
書
並
び
に
防
災
施
設
：
会
の
発
会
に
つ
い
て
は
、
当
大
社

事
業
要
望
書
」
の
文
化
庁
へ
の
正
：
責
任
役
員
を
発
起
人
と
し
て
年

式
提
出
手
続
き
を
済
ま
せ
た
。
二
明
け
二
月
に
設
立
さ
れ
る
予
定

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
・
一
で
あ
る
。

平
成
の
大
造
営

S

御
造
営
奉
賛
会
を
設
立
S

ヽ ヽ
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：
し
た
。
島
の
北
側
や
南
西
側
に
残

：
る
旧
日
本
軍
の
戦
争
遺
構
が
あ
る

曜
:
J
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

二
凹
、
砲
台
跡
や
弾
薬
庫
な
ど
具
体

口
的
な
位
置
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

」
神
聖
な
沖
ノ
島
に
と
っ
て
負
の
遺
構

4

た
り
国
指
定
史
跡
の
「
宗
像
神
社
i
う
な
構
造
物
、
工
作
物
、
遺
跡
な
二
J
い
る
か
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
：
と
し
て
残
る
戦
争
遺
構
は
、
過
去
の

成
境
内
」
と
国
指
定
天
然
記
念
物
の
こ
こ
が
あ
る
の
か
、
ま
た
植
生
は
ど
の
了
し
た
。
特
に
露
天
祭
祀
遺
跡
に
与
]
暗
い
歴
史
に
背
を
向
け
る
こ
と
の

「
沖
の
島
原
始
林
」
の
保
存
管
理
計
一
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
ね
ず
一
え
る
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
の
影
二

c

き
な
い
事
実
と
し
て
刻
み
込
ま

画
を
策
定
し
ま
す
。
保
存
管
理
計
：
み
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
島
に
対
二
響
は
深
刻
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
影
了
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
争
遺
構
の

画
策
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
九
月
二9
る
影
響
は
ど
う
な
の
か
な
ど
を
二
響
が
増
え
る
の
か
減
る
の
か
を
見
こ
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
史
跡
等
保
存

号
に
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
主
把
握
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
属
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
戸
管
理
推
進
委
員
会
な
ど
で
評
価
を

い
い
い

[
-
I
'
9

ぃ
｀
コ
い
い
い□□
忙
0
上
で
再
度
検
討
し
て
夕
刀
汀
汀

た

□い
[
a
t
[

□
□戸
口
」2
0
0いロ
ロ
[
[
』
い
い
心

□い
い
い
ロ
コ
叶
宜
―
―
―
―
―
―

-
ag
ぃ
し
汀
汀
い
汀
t
t
]
『
[

図
の
中
に
、
直
径
4
0梵
以
上
一
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
が
、
今
回
[
-
九
二
六
年
に
指
定
さ
れ
た
「
沖
了
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

の
樹
木
の
場
所
を
書
き
入
二
り
調
査
で
は
そ
の
根
の
直
径
が
さ
二
り
島
原
始
林
」
は
、
第
二
次
世
界
大
二
原
因
の
―
つ
が
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

れ
、
さ
ら
に
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
：
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分
二
戦
中
の
島
へ
の
影
響
な
ど
本
当
に
原
こ
に
よ
る
影
響
と
も
考
え
ら
れ
、
鳥
の

ド
リ
の
巣
の
分
布
も
入
れ
て
了
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
経
年

□
始
林
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
の
か
二
数
が
増
え
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
種

1

「
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
も
モ
ニ
：
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
か
吹
き
飛
ば
さ
れ
実
生
が
出
来
に

＇
・
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
一
沖
ノ
島
は
こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
：
く
い
環
境
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

一
ま
す
。
一
て
い
る
よ
う
に
タ
ブ
ノ
キ
を
中
心
と
了
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
の
調

／
島
全
体
に
つ
い
て
は
、
事
前
丁
し
た
自
然
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
海
二
宜
で
は
そ
の
説
を
覆
す
発
見
が
あ

ー
こ
に
ー
／1
0
0
0

の
航
空
測
量
」
岸
斜
面
前
面
や
鞍
部
、
風
衝
の
強
：
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
巨
木
と
な
っ

図
や
レ
ー
ザ
ー
測
量
図
か
ら

□
い
立
地
で
は
、
オ
ニ
ャ
ブ
ソ
テ
ツ
ー
ハ
了
た
幹
が
一
本
単
位
の
も
の
か
ら
複

人
工
物
を
読
み
取
る
解
析
作
ニ
シ
ビ
ワ
群
集
な
ど
が
繁
殖
し
、
さ
ら
一
数
本
か
ら
な
る
巨
木
ま
で
あ
っ
た
の

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
図
こ
に
、
風
衝
が
強
い
海
岸
斜
面
で
は
、
二

c

す
。
通
常
、
人
為
的
な
伐
採
な
ど

面
を
使
っ
て
、
解
析
の
不
明
な
一
ヒ
ゲ
ス
ゲ
な
ど
を
中
心
と
し
た
風
こ
J
複
数
本
の
枝
が
生
え
る
こ
と
は

と
こ
ろ
に
関
し
て
現
地
で
の
一
衝
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
：
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
沖
ノ
島
の
場

詳
細
な
実
地
確
認
を
行
い
ま
丁
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
：
合
、
そ
の
伐
採
も
自
然
の
力
に
よ
っ

宗 MUNAKATA 材し

沖
ノ
島
を
史
跡
部
門
、
動
植
物
部
門
か
ら
調
査

S

宗
像
—
＿
一
宮
の
保
存
管
理
計
画
策
定
に
伴
う
S

世
界
遺
産
登
録
推
進
室
岡

崇

（
後
編
）
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範もてな考ら周回ノでしてエ倒夕のて
囲分完がえな辺復島す巨‘やれブで生
をか全ららいもがで゜木こ胴るノすじ
図りに原れ景基繰はことれ吹がキ゜た
化ま保始ま観本り太のながき、はつも
しした甘すが的返古さっ次にそ台まの
芯だれ戦゜保にさのつ芯倫虐塁風り、だ
拿今て争ぷ互悼九嘉髯：岱悶嘉喜稟名
塵百ぎ眉し万岱胃畠斎しヽしか r のとえ

さつ芦疇剛麟滋捻譴霞置舅ぢ響と告念とわ跡と沖の長いバでたる
t影こに残る変遺壊とも贔阜旦畠竺負
............................................................................................................................................ 
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欠くうてとの運整津のす基な‘今確もドとで一文ネ、不 れ十たはでい
でたこい過保営備宮中゜本価今後なあリがは匹ナ、スス‘匝、‘時゜、卜、ま
すめとき去存体活も津こ的値回の被りな確かが下ミミ祠闊間そ四フす
゜にのまの管制用同宮れなをの保害まど認な捕 —— での箇委゜
はなす資理をに様、は方見調存はすのさり獲リ匹匹固宮六結所ミ

；；呈玉悶畠塁言マば阿慧息喜胃息が嬰栞篇胄鼠乍轟麿畠閉果i[`
なう来踏はして御宮ノ目た果計ら沖捕し度ま腐：、獲可周ク社ラ--,

琴惰喜累謡盃符齊目詈雹と 9 霊竺惑： ：面与詈；塁、9 阿；喜うこ
贋冒冒卓農手冒息： ; ；悶冬；喜畠羞、 1 と轟し匝〖雪： ：S 悶［ ] 
がしを策の。理ぁ社くい管本しん物可ズいの不オ、、ネ捕丘けの
不て損定状今及わ．大き理質て に能ナる調ズオクドズ獲、ま調

古式祭 の御案内 除夜祭・大祓神事の御案内

年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に
は
御
多
忙
の
御
事
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年
を
締
め
括
る
「
大
祓

神
事
」
「
除
夜
祭
」
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
大
祓
神
事
は
「
年
越
の
大
祓
」
と
称
し
、
夏

(
7月
3
1日
）
に
行
わ
れ
た
「
夏
越
の
大
祓
」
以
後
半

年
間
の
『
罪
』
・
『
穣
れ
』
を
祓
い
清
め
、
清
々
し
い

心
身
で
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
神
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
除
夜
祭
は
、
こ

の
一
年
を
締
め
く
く
る
祭
典
で
す
。
こ
の
祭
典
が
終

る
と
、
し
ば
し
の
静
寂
を
経
て
元
旦
を
迎
え
ま
す
。

◆
日

◆
場

尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
方
は
、
大
祓
神
事

当
日
ま
で
に
『
人
形
』
（
男11
白
、
女
1
1

赤
）
に
息
を

吹
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年
齢
を
、
『
車

型
』
に
は
ナ
ン
バ
ー
を
御
記
入
の
上
、
当
大
社
ま
で

御
返
送
く
だ
さ
い
。

八
百
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像
地
方
の
特
殊
神

事
「
古
式
祭
」
が
左
記
日
程
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

振
る
っ
て
御
参
列
下
さ
い
。

◆
日
時

1
2月
1
6日
（
日
）

◆
祭
典
午
前

6

時
ー

◆
祭
場
宗
像
大
社
本
殿

◆
御
座
午
前

6

時
3
0分ー
一
番
座

（
一
番
座
1
1
5
0

名
ず
つ
、
五
番
座
ま
で
）

◆
会
場
宗
像
大
社
清
明
殿

◆
御
座
料

1

人
…
ー
、
0
0
0

円

※
御
座
券
は
当
日
午
前
6

時
i
販
売
致
し
ま
す
。

（
例
年
午
前5
時
3
0分
位
か
ら
多
く
の
方
が
並
び
始

め
ま
す
。
） 所時

1
2月
3
1日

神
門
前

（
月
）
午
後3
時
ー
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神
威
は
敬
心
に
よ
っ
て
増
す
一

I
"

愈
霙
更
一

十
一
月
三
日
、
午
後
一
時
よ
り
本
~

殿
横
に
て
宗
像
市
少
林
寺
拳
法
連
合
i

会
他
に
よ
る
奉
納
演
武
が
行
わ
れ
、
i

約
三
十
名
の
拳
士
が
日
頃
の
鍛
練
の
i

成
果
を
大
神
様
に
奉
告
し
た
。
拳
士
i

に
よ
る
剛
柔
一
体
の
迫
力
あ
る
演
武
[

に
多
く
の
参
拝
者
が
足
を
止
め
感
嘆
i

の
声
を
挙
げ
て
い
た
。
｀
i

-

]

 

、
'
p
‘

十
一
月
三
日
、
清
香
吟
社
に
よ

る
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

宗
家
・
宗
嗣
益
中
翔
山
氏
を
は

じ
め
、
県
内
外
よ
り
会
員
約
五
十

名
が
参
集
し
、
清
明
殿
に
て
各
々

日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
吟
詠
を
披
露

し
た
。
午
前
十
時
三
十
分
、
本
殿

に
て
正
式
参
拝
、
会
員
一
同
に
よ
る

「
吟
道
」
の
合
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。

献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

移
動
し
式
典
が
開
催
さ
れ
、
永
年

斯
道
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
濱
田
登
美
子
氏
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

秋
季
恒
例
の
奉
納
盆
栽
展
が

宗
像
大
社
奉
納
盆
栽
会
（
会
長
・

石
松
重
敏
氏
）
に
よ
り
、
十
一
月

十
ー
十
三
日
の
四
日
間
に
わ
た
り

本
殿
西
側
の
境
内
で
開
催
さ
れ

た
。黒

松
な
ど
の
松
柏
盆
栽
を
始

め
と
し
、
こ
の
季
節
に
相
応
し
い

山
柿
、
姫
林
檎
な
ど
の
雑
木
盆

栽
や
小
品
盆
栽
等
、
約
四
十
点

が
出
品
さ
れ
、
参
拝
者
等
は
そ
の

優
美
な
姿
に
見
入
っ
て
い
た
。

一
騒
轡
轡
日
開
塁
＇
｀
＇

十
一
月
七
日
、
博
陽
吟
道
会
に
よ
る
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
（
協
賛
．

i
吟
道
清
吟
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

一
開
会
に
先
立
ち
午
前
十
時
三
十
分
、
本
殿
に
て
正
式
参
拝
。
博
陽

i
吟
道
会
々
長
藤
井
陽
月
氏
に
よ
る

i
献
吟
、
博
陽
吟
道
会
・
吟
道
清
吟

i
会
両
会
員
に
よ
る
合
吟
が
奉
納
さ

一
れ
た
。

i
引
き
続
き
、
清
明
殿
に
て
開
会
、

i
そ
の
席
上
、
永
年
斯
道
の
興
隆
に

一
寄
与
さ
れ
た
林
大
山
氏
・
岡
本
剣

i
山
氏
、
坂
本
欣
山
氏
に
賞
状
と
記

~
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

~
各
会
員
自
慢
の
吟
詠
を
披
露
し

~
た
。
]

,

'

h

1

 

十
一
月
十
八
日
、
当
大
社
清

i
明
殿
に
て
宗
像
本
因
坊
戦
（
六
．

一
五
段
）
、
宗
像
大
社
奉
納
囲
碁
大

9
会
（
五
段S
初
段
）
が
開
催
さ
れ
、

i
宗
像
・
福
津
両
市
か
ら
約
一
六
五

i
名
が
参
集
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

i
た
。

~
地
区
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る

i
宗
像
本
因
坊
戦
は
、
高
段
者
十
二

一
名
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で

i
行
わ
れ
、
今
年
は
合
屋
香
次
郎
氏

~
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。
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昭
和
5
1年

後
厄
（
女
）

昭
和
4
8年

前
厄
（
男
）

昭
和
4
7年

昭
和
4
6年

昭
和
4
3年

後
厄
（
男
）

大
厄
（
男
）

八
方
塞

昭
和
3
4年

八
方
塞

昭
和
2
9年

前
厄
（
男
）

昭
和
2
8年

大
厄
（
男
）

昭
和
2
7年

後
厄
（
男
）

昭
和
2
5年

八
方
塞

昭
和
1
6年

八
方
塞

昭
和
7

年

八
方
塞

大
正
1
2年

八
方
塞

37 40 41 42 45 

平
成
1
6年

平
成
8

年

平
成
7

年

平
成
6

年

平
成
2

年

平
成
元
年

昭
和
6
3年

八
方
塞

前
厄
（
女
）, 
17 

大
厄
（
女
）
・
一

8

八
方
塞
ー

後
厄
（
男
）

後
厄
（
女
）
19 

前
厄
（
男
）
23 

54 

大
厄
（
男
）
24 

59 

25 

60 

昭
和
6
1年

八
方
塞

27 

61 

昭
和
5
7年

前
厄
（
女
）
31 

63 

昭
和
5
6年

大
厄
（
女
）
32 

72 

昭
和
5
5年

後
厄
（
女
）
33 

81 

昭
和
5
3年

前
厄
（
女
）
35 

90 

昭
和
5
2年

大
厄
（
女
）
．
6

八
方
塞

3

平
成
2
5年
厄
年

--
覧
表

厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ

る
と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で

災
い
・
災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に

あ
う
お
そ
れ
が
多
い
た
め
、
忌

み
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女

性
の
三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ

れ
、
そ
の
前
後
の
年
も
『
前
厄
．

後
厄
』
と
い
っ
て
、
最
も
慎
み
忌

む
べ
き
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活

習
慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国

独
自
の
慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、

厄
年
を
迎
え
る
と
我
々
の
先
祖

は
神
社
に
足
を
運
び
、
お
祓
い

を
う
け
避
け
て
き
ま
し
た
。
医

学
的
に
み
て
も
、
男
性
の
四
十

代
は
生
活
習
慣
病
、
女
性
の

三
十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
発
生
率
が
高
く
な
る
年
代
で

厄
年
と
も
符
合
し
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年

を
清
々
し
い
気
持
ち
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か

っ
て
事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の

結
果
を
生
ず
る
年
齢
と
さ
れ
、

転
居
、
結
婚
、
新
し
く
事
を
は

じ
め
る
方
は
要
注
意
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

傘鍔宗像大社初詣

●平成24年12月 31 日（月）
午後10時から

平成25年 1 月 1 日（火）
午後 8 時まで

●平成25年 1 月 2日（水）～ 1 月 3日（木）
午前 9 時から午後7時まで

※交通状況によリ、規制時間を変更することがあります。

凡 例

ヽ 宗像大社順路

IIC:コ I 一方通行

り 歩行者用道路

= 車両進入禁止
＠二e 交通信号機

一
駐 車 場

至津屋崎

l 交通規制のお知らせ
至神湊港

玄界漏

至鍾崎

※主璽地点から宗●大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 
＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km ■公共交通機関をご利用ください
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福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

秋
彼
岸
過
ぎ
て
木
の
葉
は
さ
は
さ
は
と
散
る
こ
と
し
げ
し
鯉
の
池
に
も
[

，
鯉
の
棲
む
池
の
水
面
を
覆
う
よ
う
に
木
の
葉
の
散
る
秋
の
情
景
。
[

コ
三
句
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
効
い
て
い
る
。

宗
像
市
田
久
田
中
國
廣
一

逆
様
に
泳
ぐ
金
魚
の
そ
の
他
は
特
に
変
わ
ら
ず
卵
も
生
み
し
一

っ
た
姿
勢
で
泳
ぐ
金
魚
に
感
じ
る
作
者
の
思
い
が
面
白
い
。
初
句
[

『
逆
立
ち
で
〉
、
三
句
を
〈
生
態
は
〉
な
ど
と
し
て
み
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

大
き
口
開
け
て
叫
べ
る
笑
顔
の
子
赤
き
歯
茎
に
白
き
歯
揃
ふ
一

子
供
の
口
を
丁
寧
に
描
写
し
、
そ
の
子
の
元
気
さ
や
健
や
か
さ
[

『
口
:
<
表
し
て
い
る
。
作
者
の
子
供
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
一
首
。
[

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

何
ひ
と
つ
保
証
な
き
職
の
百
姓
女
床
漬
守
り
病
む
こ
と
知
ら
ず
i

け
は
長
く
農
業
を
つ
づ
け
た
作
者
の
誇
り
な
の
だ
。
〈
床
漬
け
を
守
り
病
む
こ
と
知
[

"
[
[
り
き
保
証
な
ど
な
き
百
姓
な
り
し
わ
れ
〉
と
上
の
句
・
下
の
句
を
入
れ
替
え
て
み
て
は
。
i

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

秋
の
夜
の
な
が
き
に
思
う
父
母
を
夢
に
も
出
ず
逢
う
す
べ
の
な
し
[

な
つ
か
し
く
、
逢
い
た
い
の
に
夢
に
も
出
て
こ
な
い
、
せ
つ
な
い
話
だ
。
二
句
以
下
一

[
を
少
し
変
え
〈
な
が
き
に
父
と
母
思
う
夢
に
も
出
で
ず
逢
う
す
べ
な
き
を
〉
と
し
た
。
一

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
i

か
ち
か
ち
と
弾
み
し
玉
に
心
ま
で
爽
や
か
な
れ
と
大
念
珠
繰
る
[

の
行
事
か
、
国
東
半
島
の
お
寺
の
そ
れ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
作
者
[

＂
t
i
[
念
珠
繰
り
を
し
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
に
心
が
晴
れ
た
の
だ
ろ
う
。
一

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

秋
の
陽
に
ピ
ン
ク
の
芙
蓉
高
く
低
く
枝
葉
と
ゆ
る
る
を
吾
は
た
の
し
む
一

"
[
[
員
冒
汀
且
い
』
汀
鱈
い
戸
賢
『
冒

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

犬
を
放
ち
遊
歩
道
の
真
中
で
体
操
す
る
主
婦
八
頭
身
な
り

·
傍
若
無
人
な
ふ
る
ま
い
の
主
婦
、
八
頭
身
と
い
う
か
ら
き
っ
と
若
い
の
だ
ろ
う
。

作
者
は
怒
り
な
が
ら
も
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
良
さ
に
見
と
れ
て
い
た
の
で
は
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

玄
関
の
ド
ア
を
開
け
れ
ば
木
せ
い
の
ほ
の
か
な
香
り
四
辺
に
漂
ふ

一
●
●
ー
·

秋
の
香
り
の
ひ
と
つ
、
木
犀
の
花
の
香
に
う
っ
と
り
す
る
作
者
。
こ
の
ま
ま
で
は
や

ぶ

や
平
板
な
感
じ
が
す
る
の
で
、
結
句
を
〈
わ
れ
を
包
め
り
〉
な
ど
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

公
園
で
餌
を
も
ら
ひ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
か
へ
り
し
鳩
は
は
う
き
で
追
は
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
の
よ
う
な
鳩
が
面
白
い
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
間
ら
し

ｷ
 

止
過
ぎ
る
の
で
二
句
を
〈
餌
を
つ
い
ば
み
〉
、
四
句
を
〈
飛
び
来
し
〉
な
ど
と
し
て
は
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

米
俵
か
つ
ぐ
役
者
の
腰
つ
き
に
偽
り
が
あ
り
重
さ
が
ち
が
ふ

1役
者
の
演
技
に
異
議
を
申
し
立
て
る
作
者
は
、
実
際
に
米
俵
を
運
ん
だ
経
験
が
あ
る

．
の
だ
ろ
う
、
腰
つ
き
に
目
を
と
め
た
と
こ
ろ
が
良
い
。
〈
偽
り
が
あ
る
〉
と
四
句
切
れ
に
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

履
き
も
せ
ぬ
靴
並
べ
置
く
独
り
居
に
訪
問
販
売
断
り
切
れ
ず

·
一
読
し
、
一
人
砕
ら
し
に
見
え
な
い
よ
う
用
心
に
靴
を
並
べ
お
く
作
者
と
読
ん
だ
が
、
再
読

し
て
履
か
な
い
靴
を
訪
問
販
売
で
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
も
思
っ
た
。
ど
ち
ら
だ
ろ
う
。

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

節
電
と
言
ひ
つ
つ
電
磁
調
理
器
を
す
す
め
る
会
社
電
磁
波
こ
も
る
に

ー
電
磁
波
調
理
器
使
用
の
台
所
が
増
え
て
い
る
が
、
勧
め
ら
れ
て
違
和
を
感
じ
て
い
る
作
者
。

二
句
以
下
を
〈
言
ひ
つ
つ
電
磁
波
調
理
器
を
わ
れ
に
す
す
め
る
電
力
会
社
〉
な
ど
と
し
て
は
。

心
宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

お
互
い
の
物
忘
れ
笑
い
合
う
日
々
の
多
く
な
り
ゆ
く
七
十
路
半
ば

J
物
忘
れ
も
笑
い
合
え
る
の
は
幸
せ
だ
。
と
こ
ろ
で
笑
い
合
う
相
手
が
誰
な
の
か
、
分
か

，
心る

よ
う
に
詠
み
た
い
。
例
え
ば
二

s

四
句
を
〈
物
忘
れ
夫
と
笑
い
合
う
日
々
多
く
な
る
〉
。

歯
の
痛
む
夫
に
煮
て
を
り
芋
と
肉
離
乳
食
ほ
ど
い
と
や
は
ら
か
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
さ
そ
へ
ば
夫
が
厭
ひ
言
う
「
風
は
つ
め
た
＜
三
日
月
怖
ひ
」

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

ロ
且
琶
＂
｀
口

菊
花
展
も
盛
大
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
気
付
け
ば
師
走
、
い
よ
い
よ
寒
く
な
り
、
熱

煽
の
美
昧
し
い
、
忘
年
会
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
酒
好
き
な
自
分
に
は
嬉
し
い
時
期
で

す
が
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
…
つ
い
つ
い
飲

み
過
ぎ
て
…
失
敗
し
て
お
り
ま
す
ア
記
紀
神

話
の
中
で
も
お
苫
平
ま
つ
心
姿
澤
が
残
っ
て
お

り
ま
す
。
素
箋
嗚
尊
が
八
岐
大
蛇
に
「
八
塩
折

之
酒
」
と
い
う
お
酒
を
た
っ
ぷ
り
と
飲
ま
せ
、

酔
っ
た
所
で
退
治
す
る
と
い
う
有
名
な
段
で
す
。

＿
三
0
0
年
も
昔
に
、
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ

る
な
、
お
酒
で
失
敗
す
る
な
と
い
う
事
例
が
残
っ

て
い
る
の
で
す
▼
こ
れ
か
ら
酒
宴
の
予
定
が
増

え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ

ロ
チ
の
様
に
な
ら
な
い
よ
う
適
量
を
守
り
、
ど

う
か
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

金
木
犀
匂
ふ
や
近
づ
く
放
生
会

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

擢
出
て
風
ひ
と
り
じ
め
藪
枯
ら
し

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

夕
暮
れ
を
歩
く
野
の
道
せ
み
し
ぐ
れ

駐
冒俳
句
作
品
集




